






れているけすなわち、 ( a) 1:後麦荷剖部IS聖要:哀素Aが何でで、あるかによつて複介名詞の「アクセント核の
有無および
式」がi決犬定する O この 2点については、和田実1942、前田勇1953をはじめとした諸論文でい
わば証明済みで、あり、例外があるとしても基本的には問題がないといってよいであろう。と


























ることである。和田1942では前部要素がすべて 3拍以 Lで、あり、!日W)l953ではすべて 21(1で







































































1類担当 2・3類担当 4類m当 5類tl1'lj アクセント
水類 (25) 貝類 (11) 粒類(12) 鮭類(2 ) フ。レアクセント
小屋類 (5) 色類 (96) 板類 (24) 蛇類(16) 平板fヒ
笛類 (14) 飯類 (2) 汁類(5 ) 桶類(9 ) ① 
水類、小屋類、等は前田の用語である。括弧内の数字は、各々の類に含まれるものとして


































プレ ① その他 プレ ① その他
;]( 64 1 39 
光 14 99 7 39 14 
小屋 30 2 19 3 
+自 23 6 
午 13 2 
前 3 23 13 2 
月要 19 14 20 4 
[ 2類}
前部要素が2拍(前田との比較) 前部要素が3拍以上(和田との比較)
ブレ ① その他 プレ 平 ① その他
:_& 7 35 48 
イi 4 44 39 
紙 2 37 57 21 62 
'ヲ1み 15 17 1 21 










プレ 平 ① その他 プレ 平 ① その他
時 19 9 2 24 
貝 36 2 1 39 
髪 15 9 21 26 
-仁f，]. 9 51 
イじ 42 15 9 
，O~ 60 11 
犬 36 3 
!巨 21 2 4 
色 149 154 
自反 1 23 42 5 19 
[ 4類]
前部要素が2拍(前田との比較) 前部要素が3拍以上(和凹との比較)
プレ 平 ① その他 フ。レ 平 ① その他
中立 25 4 1 3 
A-，立亀戸 10 5 15 
傘 5 9 1 11 l 
板 3 93 38 4 3 
糸 4 82 1 21 
船 I 29 9 28 20 
汁 8 7 3 24 




フ。レ 平 ① その他 フ。レ 平 ① その他
雨 8 9 1 17 1 
蛇 12 11 1 
?怠1仇、t 24 2 11 22 
敗ß~~長 6 6 3 
中前 17 4 6 3 
猿 3 14 










































ここで①が多くなっているのは4類の「汁J i針J (i船」も)、 5類の「窓J i猿J i声」であ


























いるといえよう。部分的な食い違いはあるものの、杉藤 CD-ROM昨典においても 1類一 5
知の後自1要よそれぞれについて、前に2flのものがついて複合名詞になった場合のアクセン
トは、プレアクセント、平板化、①、それぞれの多いものに分かれるィiり。食い違っている







後;'1安来ー が 21(1でfij{;:li安井Jが 21(1の抱介名言i]アクセントと、後部要素が2拍で!Iij部要素が
3拍以 1'.の悔介:r，finjアクセントは、全体にみても aつ」つの後部要素ごとにみても、次のパ
ターンが多い。











注10 ["午」が後部要素である複合名詞の長いものが杉藤 CD市 OM辞典の中からは検索できなかったの
であるが、おそらく前部要素が長い場合、和田がしミうようにプレアクセントになるものと思われるので、
ここではこのパターンのものとして挙げておく。
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